
平成２８年度第 5回番組審議委員会議事録 

 

 

１ 開催年月日 平成２９年１月２０日（金） 

 

２ 開催場所  CTY本社３階会議室 

 

３ 委員の出席  

① 委員総数    １０名 

② 出席委員数      ７名 

③ 出席委員     小林慶太郎（四日市大学 教授） 

             笹岡邦清 （暁石鹸株式会社 取締役） 

                         藤井博光 （ライブハウス フルハウス 元店主） 

三輪栄子 （元四日市市消防団 サルビア分団 分団長） 

服部洋明 （メガネの隆明堂 店主） 

       出口 功 （菰野町スポーツ・文化振興会 事務局長） 

              山中奨太 （四日市大学 環境情報学部 学生） 

④ 欠席委員    堀内あかね（菰野町観光協会） 

          吉水英人  （（公財）四日市市文化まちづくり財団副館長） 

           原真由美 （民生委員） 

                      

④ 放送事業者側出席者氏名    舘 克俊（放送制作部部長） 

              山本浩之（放送制作部課長） 

４ 議題 

審議番組    番組名     煌めき☆アンフォレントの 

                煌めけ！アンフォレディオ☆ 

                   （Toy PLANET提供） 

       放送日      毎週水曜日（本放送） 

              毎週金曜日（再放送） 

              放送時間    20：30～20：59の２９分間（本放送） 

              14：00～14：29の２９分間（再放送） 

             

５ 審議概要 

   

  エフエムよっかいち番組審議委員会 小林慶太郎委員長の挨拶に続き、弊社放

送制作部部長 舘克俊より番組表１～３月号発行のご報告。年末年始の特別番

組に関しては、聴取者に対し概ね好評を頂き、無事に放送を完了した旨をあわ

せてご報告。また１月から伊勢湾、三河湾沿岸のコミュニティ FM 局合同６局

制作で「WANGAN MUSIC」という新番組のスタートを告知。その後、審議番組の

視聴・合評が行われました。 



 

７ 審議内容 

   

委員長：番組視聴の前に番組概要の説明をお願いします。 

  会社：２０１５年０月３１日にデビューした三重県のご当地アイドル“煌め  

     き☆アンフォレント“が、ゼロから三重県を学び、愛し、広めてゆく 

     ためにお届けする番組です。様々なゲストをお呼びして、東海地区の 

     アイドル文化を開拓し、ひとりでも多くの方に地元三重を意識しても

らえればというのが番組コンセプトです。  

           

 

番組聴取  番組名  煌めき☆アンフォレントの 

             煌めけ！アンフォレントレディオ☆ 

                       （収録番組） 

      放送日時  平成２９年１月１８日（水）20：30～20：59 本放送 

１月２０日（金）14：00～14：29 再放送 

                       

 

 委員長：みなさんのご意見をお願いします。  

  委員：年配の方々をはじめ興味のない方には少しわかりにくい番組ですね。  

  委員：リスナー層としてはどのくらいの年齢方々をターゲットにしているの 

でしょうか。  

委員：リスナー数はどのくらいあるのですか。また、最近はアプリで聴取す 

   ることが出来るので、市内市外、県内県外どのくらいの割合なのです 

か。 

委員：昨今はこういうサブカルチャーものの番組が若い人たちには受け入れ 

られるのでしょうね。 

  委員：ガールズトーク、女子トークが聞く人に元気を与えてくれます。 

委員：はじめて聴く人にはなんの番組なのか、何が言いたいのかよくわから 

ないこも知れないですね。煌めき☆アンフォレントのファンの人には 

楽しい番組ではあるのでしょうけれど。 

  委員：雑談っぽい番組で自分達受け、身内受けしているだけのような感じも 

     しますが。  

  委員：地元三重のご当地アイドルと言うことですが、こういうアイドルはた 

くさんいらっしゃるものなのですか。 

  委員：ご当地キャラクターではなく、楽曲を歌うアイドルという認識でよい 

     のですね。自分達の持ち歌をちゃんと持っているアイドルということ 

     ですよね。 

  委員：おしゃべりの方はもっとちゃんと勉強すべきだと思います。 

  委員：進行台本は存在するのですか。ディレクションなどはスタッフが指示 



     を出しているのですか。   

委員：たくさんのリスナーに支持されているのであれば、それはそれであり 

   なのでしょうね。  

  委員：万人受けする番組もよいですが、これからの時代こういう個性的な番 

     組も必要と思います。 

委員：毎回テーマを決めてトークを展開するとのことですが、三重のご当地 

   アイドルであれば、やはり三重県にちなんだテーマなのですか。  

  委員：もう少し聞き手側を意識したトークになるともっと良いと思います。  

  委員：今の時代を生きる若者トークって感じですね。  

 委員長：シビアなご意見もたくさんありましたが、今の若者文化、サブカルチ 

ャーを代表している番組と言う角度で見れば、こういう番組も十分に 

ありなのかなと思います。ただ、公共の電波を使っている以上、一定 

のクオリティーは要求されるべきだとも思います。そういう意味でパ 

ーソナリティーはトークのスキルなどをもっと勉強して頂きたく思い 

ます。スポンサー番組なので意見しづらいところもあると思いますが 

楽屋での雑談ではなく放送番組であるというスタンスは決して忘れな 

いで欲しいと思います。今後もたくさんのリスナーを増やしてもらい 

たく思うとともにこの番組の一層の成長に期待します。 

会社：貴重なご意見をたくさんありがとうございました。まだまだご意見 

があろうかとは思います。また、ご意見やご感想などがございまし 

たらその都度、ご教授いただきたく存じます。今日は１時間半にわ 

たり議論を頂き、ありがとうございました。 

 

次回開催日 平成２９年３月１３日（月）13：30～（予定） 

 

８ 審議会の答申などに対してとった処置 

 

９ 記事の公示 

    エフエムよっかいちホームページにて公示 


